
会長挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　若槻八十彦 会長
　三条ロータリークラブ会員の皆様、こんにちは。
　2月26日の例会を最後に、あっという間に5月も半ば近くに
なってしまいました。会員各位にはご健勝のことと拝察申し
上げます。
　全国的に、そして全世界的に新型コロナウイルス感染拡大
が続く中、これまでを振り返ってみますと、3月2日には三条
郵便局の配達員が県内で2人目の新型コロナウイルス感染者
として確認され、三条郵便局が6日まで業務を休止しまし
た。
　そこで、3月3日の臨時理事役員会において検討の結果、通
常例会はじめ、クラブの委員会活動を3月中は自粛すること
とし、会員の皆様にはFAXでのご連絡といたしました。
　その後も感染者の数が増え続け、3月24日時点で全国の累
計は1,211名、新潟県内での累計は28名、東京都では171名と
なり、東京都知事からは「感染爆発の重大局面」という発言
がありました。
　そこで、3月25日に再び臨時理事役員会を開き協議した結
果、4月内の通常例会の中止を決め、皆様にご連絡いたしま
した。
　また、この間に12月に開催した地区補助金を使った奉仕プ
ロジェクトである「認知症三条市民フォーラム」の一環とし
て、3月26日には三条市に認知症支援のための寄付として、
書籍と本棚の目録贈呈を行いました。
　4月7日、7都道府県に向けて日本政府からようやく「新型
コロナウイルス特別措置法」に基づく「緊急事態宣言」が発
令されました。この時点での全国の感染者数は累計で4,457
名、東京都で1,192名、新潟県内では37名でした。
　そこで4月8日の臨時理事役員会において、5月からは通常
例会の代わりに、WEB例会（非対面式例会）という形式での
例会実施、クラブ会員への情報発信を行うことを決定致しま
した。また例会・各委員会・理事役員会の実施時での感染予
防のために、マスクの発注等を行いました。
　そしてまた、次年度野崎年度でのクラブ運営準備のための
協議を行ったところです。

　5月4日政府は全国に対して、5月の連休明けまで
の「緊急事態宣言」を5月いっぱいまでに延長する
と発表しました。5月3日時点での累計感染者数は全
国で15,077名、東京都で4,567名、新潟県内では77名
でした。
　新型コロナウイルスとの戦いはまだまだ長くなる
と予想されます。会員各位におかれましては、くれ
ぐれも体調管理に努められ、来たるべき通常例会に
おいてはお互いに元気な顔でお会いしたいと願って
おります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎国際ロータリー日本事務局経理室より
　「5月ロータリーレートのご案内」
　 5月1日より　1ドル＝107円
◎地区事務所より
　「地区研修・協議会 開催方法変更のご連絡」
　　　期　日　5月30日（土）改め、
　　　　　　　5月30日から6月30日の間
　　　講　習　映像資料DVDと紙資料プログラムに
　　　　　　よる自主講習
　　　提出物　受講レポート（受講者）と
　　　　　　　議案承認書（クラブ会長のみ）
◎地区事務所より
　「2020年ハワイ国際大会中止のお知らせ」
◎三条ライオンズクラブより
　「第40回8クラブ有志ゴルフ大会中止及び延期のご
案内」
　6月に開催を予定しておりました「第40回8クラブ
有志ゴルフ大会」は一旦中止として、1年後に延
期いたします。第40回大会の開催日は来年2～3月
の役員会議にて決定いたします。

「PETS報告」
　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長エレクト
　皆様こんにちは。
　今年は新型ウイルスで日本はもちろんのこと、世
界中が大変な状態になっております。皆様、感染な
どしないようにくれぐれも気をつけてください。
　例年であれば3月14日にPETSが行われ、5月30日
に地区研修・協議会が行われて、次年度の会長、幹
事、各委員長がガバナー方針を勉強、理解して三条
クラブの皆さんに例会で報告する予定でした。しか
し、このような状況となりPETSはじめ全ての予定
が中止となりました。
　来年度の活動方針を会員に示さないことには、来
年度が始まりません。そこで今年は書面での発表と
させてもらいます。

ホルガー・クナークRI会長は2020-21年度テーマに
「Rotary Opens Opportunities」
「ロータリーは機会の扉を開く」と掲げられました。
　私はこのテーマを聞いて自分が三条ロータリーに
入会した日の事を思い出しました。例会に参加した
日、当時55名くらいの会員がいましたが良く知って
いる人は10名位、名前を知っているだけの人が10名
位で、全く初めての人が大部分でした。これは大変
なクラブに入ったものだと思いました。
　しかし、当時の思いこそ今回RI会長の掲げられた
テーマそのものだと思いました。ロータリーに入会
したことにより、大勢の面識の無い人たちと話が出
来る「機会の扉」が開いたのです。例会で食事をし
ながら会話をして、奉仕活動で一緒の体験をして、
卓話で多くの人の話を聞いて勉強して、仕事、年齢
関係なく大勢の人たちと付き合うことが出来る、こ
れこそロータリー活動だと思います。
次年度の活動方針として
　１．例会に積極的に出席する
　２．各委員会の活動に参加して勉強する
　３．新しい扉を増やす＝新入会員を誘う
この３つを次年度の目標とします。

国際ロータリー第2560地区 2020-21年度
  佐藤 真ガバナーはテーマに
「ロータリーで良いことをしよう」と掲げられ
ました。
　これはロータリー活動で納得できる行動をして、
楽しい活動にすることだと私は理解しました。
「楽しくなければロータリーでない」
　この気持ちで次年度活動してゆきます。

2020-21年度 国際ロータリー会長 
  ホルガー・クナーク氏（ドイツ）のテーマ
「ロータリーは機会の扉を開く」
（Rotary Opens Opportunities）

　このテーマは、ロータリアンがリーダーシップを
強化する機会をつくり、奉仕の理念を行動へと移し
支援を必要とする人びとの生活を向上する活動を行
うようロータリアンを喚起しています。

2020-21年度 国際ロータリー第2560地区
  佐藤 真ガバナーの地区運営方針
「ロータリーで良いことをしよう」

【 地区クラブ目標 】
　1．会員の退会防止と入会促進（5％）
　2．戦略計画会議の実施
　3．My Rotaryの登録推進とロータリー賞への挑戦
　4．地区行事・セミナーへの積極的参加
　5．ロータリー財団寄付
　　　ポリオプラス30＄・年次基金150＄／会員
　6．米山記念奨学会寄付
　　　2万円／会員（普通・特別寄付合計）
　7．台北国際大会参加促進　50名以上登録
　8．ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）への
　　　参加推進

2020-21年度 三条ロータリークラブのテーマ
「楽しくなければロータリーでない」

クラブ目標
　１．例会に積極的に出席する
　２．各委員会の活動に参加して勉強する
　３．新しい扉を増やす＝新入会員を誘う
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［2.27］三条東RC（記帳受付）へ
 ・中沢真幸さん、　石橋育於さん、
 ・五十嵐晋三さん、神子島正樹さん、
 ・中村和彦さん、　小越憲泰さん、
 ・丸山行彦さん、　小出子恵出さん
［2.27］三条RACへ
 ・若槻八十彦さん、荻根澤隆雄さん
［3.18］第2回RLI推進委員会（WEB会議）へ
 ・関川　博さん
［4.1］市内4RC会長幹事会へ
 ・野崎喜一郎さん
［4.9］第3回RLI推進委員会（WEB会議）へ
 ・関川　博さん
［4.9］三条RACへ
 ・荻根澤隆雄さん

【メークアップ】（期間：2/27~5/12）

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■出席会員：59名中―名
■出席率（2/26分）：65.00％

2019～2020
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今年度の社会奉仕事業の一環として、三条市内
５か所の認知症オレンジカフェに認知症支援の
ためのブックコーナーを設置し、書籍100冊と
書棚５台を寄贈しました。

【贈呈式】
　日　時　３月２６日（木） １１時より
　場　所　三条市役所３階 市長室
　出席者　若槻八十彦 会長、柳取崇之 幹事、
　　　　　五十嵐博宣 社会奉仕委員長

5月のお祝い
◎会員誕生祝
　 8日　菊池　渉さん
　17日　松永一義さん
　20日　落合孝夫さん
　21日　若槻八十彦さん
　22日　明田川賢一さん
　24日　小林敬典さん
　28日　吉井直樹さん

◎夫人誕生祝
　 4日　飯塚みどりさん（一樹さん）
　 8日　船越春江さん　（良則さん）
　15日　明田川みゆきさん（賢一さん）
　16日　歸山　敬さん　（肇さん）
　28日　小林仁美さん　（卓哉さん）
◎結婚記念祝
　 1日　近藤雄介さん　（律子さん）

　 2日　若槻八十彦さん（由美子さん）
　 3日　五十嵐博宣さん（美和さん）
　 5日　小越憲泰さん　（百合子さん）
　 8日　佐野勝榮さん　（美知子さん）
　11日　伊藤寛一さん　（美智子さん）
　11日　米山智哉さん　（永呂子さん）
　20日　菊池　渉さん　（まゆみさん）
　27日　中條克俊さん　（恵美さん）
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　その後も感染者の数が増え続け、3月24日時点で全国の累
計は1,211名、新潟県内での累計は28名、東京都では171名と
なり、東京都知事からは「感染爆発の重大局面」という発言
がありました。
　そこで、3月25日に再び臨時理事役員会を開き協議した結
果、4月内の通常例会の中止を決め、皆様にご連絡いたしま
した。
　また、この間に12月に開催した地区補助金を使った奉仕プ
ロジェクトである「認知症三条市民フォーラム」の一環とし
て、3月26日には三条市に認知症支援のための寄付として、
書籍と本棚の目録贈呈を行いました。
　4月7日、7都道府県に向けて日本政府からようやく「新型
コロナウイルス特別措置法」に基づく「緊急事態宣言」が発
令されました。この時点での全国の感染者数は累計で4,457
名、東京都で1,192名、新潟県内では37名でした。
　そこで4月8日の臨時理事役員会において、5月からは通常
例会の代わりに、WEB例会（非対面式例会）という形式での
例会実施、クラブ会員への情報発信を行うことを決定致しま
した。また例会・各委員会・理事役員会の実施時での感染予
防のために、マスクの発注等を行いました。
　そしてまた、次年度野崎年度でのクラブ運営準備のための
協議を行ったところです。

　5月4日政府は全国に対して、5月の連休明けまで
の「緊急事態宣言」を5月いっぱいまでに延長する
と発表しました。5月3日時点での累計感染者数は全
国で15,077名、東京都で4,567名、新潟県内では77名
でした。
　新型コロナウイルスとの戦いはまだまだ長くなる
と予想されます。会員各位におかれましては、くれ
ぐれも体調管理に努められ、来たるべき通常例会に
おいてはお互いに元気な顔でお会いしたいと願って
おります。
　以上で会長あいさつを終わります。

幹事報告
　　　　　　　　　　　　　　　　柳取崇之 幹事
◎国際ロータリー日本事務局経理室より
　「5月ロータリーレートのご案内」
　 5月1日より　1ドル＝107円
◎地区事務所より
　「地区研修・協議会 開催方法変更のご連絡」
　　　期　日　5月30日（土）改め、
　　　　　　　5月30日から6月30日の間
　　　講　習　映像資料DVDと紙資料プログラムに
　　　　　　よる自主講習
　　　提出物　受講レポート（受講者）と
　　　　　　　議案承認書（クラブ会長のみ）
◎地区事務所より
　「2020年ハワイ国際大会中止のお知らせ」
◎三条ライオンズクラブより
　「第40回8クラブ有志ゴルフ大会中止及び延期のご
案内」
　6月に開催を予定しておりました「第40回8クラブ
有志ゴルフ大会」は一旦中止として、1年後に延
期いたします。第40回大会の開催日は来年2～3月
の役員会議にて決定いたします。

「PETS報告」
　　　　　　　　　野崎喜一郎 会長エレクト
　皆様こんにちは。
　今年は新型ウイルスで日本はもちろんのこと、世
界中が大変な状態になっております。皆様、感染な
どしないようにくれぐれも気をつけてください。
　例年であれば3月14日にPETSが行われ、5月30日
に地区研修・協議会が行われて、次年度の会長、幹
事、各委員長がガバナー方針を勉強、理解して三条
クラブの皆さんに例会で報告する予定でした。しか
し、このような状況となりPETSはじめ全ての予定
が中止となりました。
　来年度の活動方針を会員に示さないことには、来
年度が始まりません。そこで今年は書面での発表と
させてもらいます。

ホルガー・クナークRI会長は2020-21年度テーマに
「Rotary Opens Opportunities」
「ロータリーは機会の扉を開く」と掲げられました。
　私はこのテーマを聞いて自分が三条ロータリーに
入会した日の事を思い出しました。例会に参加した
日、当時55名くらいの会員がいましたが良く知って
いる人は10名位、名前を知っているだけの人が10名
位で、全く初めての人が大部分でした。これは大変
なクラブに入ったものだと思いました。
　しかし、当時の思いこそ今回RI会長の掲げられた
テーマそのものだと思いました。ロータリーに入会
したことにより、大勢の面識の無い人たちと話が出
来る「機会の扉」が開いたのです。例会で食事をし
ながら会話をして、奉仕活動で一緒の体験をして、
卓話で多くの人の話を聞いて勉強して、仕事、年齢
関係なく大勢の人たちと付き合うことが出来る、こ
れこそロータリー活動だと思います。
次年度の活動方針として
　１．例会に積極的に出席する
　２．各委員会の活動に参加して勉強する
　３．新しい扉を増やす＝新入会員を誘う
この３つを次年度の目標とします。

国際ロータリー第2560地区 2020-21年度
  佐藤 真ガバナーはテーマに
「ロータリーで良いことをしよう」と掲げられ
ました。
　これはロータリー活動で納得できる行動をして、
楽しい活動にすることだと私は理解しました。
「楽しくなければロータリーでない」
　この気持ちで次年度活動してゆきます。

2020-21年度 国際ロータリー会長 
  ホルガー・クナーク氏（ドイツ）のテーマ
「ロータリーは機会の扉を開く」
（Rotary Opens Opportunities）

　このテーマは、ロータリアンがリーダーシップを
強化する機会をつくり、奉仕の理念を行動へと移し
支援を必要とする人びとの生活を向上する活動を行
うようロータリアンを喚起しています。

2020-21年度 国際ロータリー第2560地区
  佐藤 真ガバナーの地区運営方針
「ロータリーで良いことをしよう」

【 地区クラブ目標 】
　1．会員の退会防止と入会促進（5％）
　2．戦略計画会議の実施
　3．My Rotaryの登録推進とロータリー賞への挑戦
　4．地区行事・セミナーへの積極的参加
　5．ロータリー財団寄付
　　　ポリオプラス30＄・年次基金150＄／会員
　6．米山記念奨学会寄付
　　　2万円／会員（普通・特別寄付合計）
　7．台北国際大会参加促進　50名以上登録
　8．ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）への
　　　参加推進

2020-21年度 三条ロータリークラブのテーマ
「楽しくなければロータリーでない」

クラブ目標
　１．例会に積極的に出席する
　２．各委員会の活動に参加して勉強する
　３．新しい扉を増やす＝新入会員を誘う
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